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 これは役員を退任した時に、親しい友人から贈

られた言葉です。                                                  

 人は誰も何時かは終わりを迎えるもの、役員と

して与えられた仕事を無事に終えたことをご苦労

様と祝ってくれ、そして、私自身の原点である、

酪農の現場に再び戻り「肥やし」になれと励まし

てくれました。心のよりどころとして大切にした

い言葉だと思っています。                      

 小生も若輩の身でありながら、多くの皆様方に

支えられて、農協役員として２０年有余、職責を

全うすることができました。その間に賜りました

ご厚情・ご支援に衷心より厚くお礼申し上げます。                      

 今後は、体力の続く限り酪農に励み一日でも長

く「牛飼い」をすることが、私にできる唯一のご

恩返しだと考えています。今後とも                              

よろしくお願い申し上げます。                           

 さて、のんびりとマイペースの生活が出来ると

楽しみにしていたところ、事務局より「ヒマ」が

できたのだから何か書くようにご依頼をいただき

ました。 

 第一線を退いた者に何を今更の感がありますが、

思いつくまま日頃考えていたことを書くことにし

た次第です。当然、手前味噌の考え方になること

をお断りいたします。 

  ホルスタイン登録協会とのかかわり 

登録事業・共進会にそれほど精通していなかった

私が、何故ホル協の役員になったのか今でも不思

議に思っています。 

 我が国の酪農産業も拡大増産の時代が終わり、

酪農業として成熟し、経営的に安定することを求

められる時代になってきました。ホルスタイン登

録協会も乳用種牛の減少で登録件数の減少が続い

ており、将来の組織の体制のあり方を模索してい

ました。 

 事業実績の減少を経費節減・人員削減しながら

乗り切ろうとする、縮小均衡の時期に役員になり

ました。私には問題解決の能力・妙案などありま

せんが、体力と元気だけは自信がありました。与

えられた責務として精一杯頑張ろうと前後の見境

なく引き受けた次第です。 

 今でも思い出すことは、会長就任の時に、職員

の皆様に挨拶した時のことです。 

 会長は名誉職ではない。会長は組織の運転手に

すぎない。ホル協会を動かすのは職員の熱意と努

力である。年々登録件数が減少しているが、ホル

協本来の使命は登録事業の推進である。職員一人

一人が努力して「自分の飯代は自分で稼げ」と檄

を飛ばしたものです。今思えば若さゆえ世間知ら

ずの言動だったと思いますが本音です。 

 在任中、多くのことを経験させていただきまし

たが、常に心がけていたことがあります。それは、

酪農現場の目線で物事を見ることと酪農家の言葉

で語ることです。 

 自分なりに精一杯頑張りホル協の運営に多くか

かわりを持てたことを今でも誇りに思っています。 

 その間、ジャージー登録協会長・ホル協理事・

副会長・会長と１２～３年間の長きにわたり職責

を努めることができました。 

 とりわけ、岡山・栃木大会は主催者として取り

組んだだけに感慨深いものがあります。 

 反面、私の役員としての力量・経験不足で多く

の課題が残っていることを反省しているところで

す。 

  個体識別事業の出生報告に 

  種雄牛情報を追加できないか？ 

 ご承知のとおり、ＢＳE 緊急対策事業として全

国一斉に耳標装着が実施されました。この事業の

おかげで、我が国の食肉の安全性が早期に確立さ

れ、消費者の安心につながったと言っても過言で

はないでしょう。 

 いずれ、近々にＢＳＥの清浄化は宣言されるで

しょうが、今後ともこの事業は食肉安全の担保と
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して継続することが必要です。 

 しかし、この事業は多額の経費を必要とするた

め、近い将来に受益者に応分の負担を求められる

ことになるでしょう。 

 その一環として、耳標の有料化が具体的に検討

されています。 

 生産者が耳標費用の一部を負担をするのであれ

ば、生産者の言い分も聞いていただきたいもので

す。 

 手前味噌の議論になりますが、耳標報告に繁殖

記録を加え、乳用種牛の産子を全て登録すること

はできないでしょうか？交雑種・雄子牛・その他

は電子情報として蓄積し、必要に応じて利用する。

雌子牛は全頭登録し、血統を記録保存する。 

 ホル協にとっては、まことに好都合な議論に思

えますが、現状のままでは血統登録は減少し、遺

伝子の保存も危ないでしょう。 

 登録が直接生産性に結び付かないだけに登録事

業の必要性について、酪農家の意識が低下してい

ることは事実です。その責任の一端はホル協にも

ありますが、今は誰かの責任にするのではなく、

我が国の雌牛の遺伝子を保存するという観点から

関係者全員で知恵をだすべきでしょう。耳標の一

部有料化の議論と合わせて、是非とも検討してい

ただきたいものです。農家の利便性にも繋がるこ

とでしょう。 

 日本の家畜が一堂に集まる畜産フェアー 

 で全共開催はできないか？ 

 さて、ホル協の大事業であります全共開催です

が、２０１０年の北海道開催は準備が進められて

いますが、次回の開催地がまだ決まっていません。

従来は全共開催の一年前に次回開催地を決定する

ことが慣例でした。内地の主要酪農県のほとんど

が開催したこともあり、立候補する県が少なくな

っているのが現状です。私が在任中に「全共の在

り方検討会」を設けて議論した経過もありますが、

何処でも開催できる妙案はありません。 

 その大きな原因は開催経費にあります。酪農家

戸数が減少する中で、数億円という必要経費は大

きな負担となり、全共開催の希望があっても、経

費面で二の足を踏むことになり兼ねません。共進

会直接の経費よりイベント経費に多く費やす傾向

はありますが、消費者あっての酪農ということで

頑張ってきました。 

 しかし、このままでは全共開催が危ぶまれると

の反省から、来年度の北海道大会は既存施設を利

用し、イベントも縮小して最小限の経費で開催す

ることを試みる大会です。是非とも成功させて、

次回開催に繋げていただきたいと思っています。 

 しかし、北海道大会が成功しても次回の開催希

望があるかと言えば疑問です。これまた、手前味

噌の議論になりますが、我が国の家畜を一堂に集

める畜産フェアーにしてはどうでしょうか？ 

 現在、全国共進会を開催しているのはホルスタ

インと和牛のみです。我が国には、これ以外にも

多くの家畜が飼育されております。家畜登録中央

団体にも馬・牛・緬山羊、豚など登録団体として

９団体があります。これらの団体と合同で共進

会・展示会・共奨会等を開催する畜産フェアーに

すれば、今までとは違う運営ができると思います。 

 諸外国のマネをしょうとは言いませんが、今か

ら何らかの手を打たなければならない時になって

いることは事実だと思います。 

 それぞれの組織に事情はあると思いますが、是

非とも検討していただきたいものです。 

 以上、思いつくまま書いてみましたが、やはり

手前味噌の考え方になり申し訳ありません。役目

を終えた者の独り言として一読いただければ幸い

です。 

 


